


2005年 11月、「はやぶさ」が小惑星
「イトカワ」にタッチダウン　CG
画像：JAXA

糸川教授とペンシルロケット
画像 : JAXA

地球にとどけられた小惑星
「イトカワ」の微粒子

画像 : JAXA

　1955 年 4 月 12 日、日本の宇宙開発は、糸川
英夫博士が、国分寺市本町一丁目にある新中央工業
（現在の早稲田実業学校）で行った、長さ23センチ
のペンシルロケットの発射実験から始まった。
　2010 年、日本の小惑星探査機「はやぶさ」が、
世界で初めて小惑星のかけらを地球にとどけるサン
プルリターンを成功させた。その小惑星の名前は「イ
トカワ」と名付けられた。さらに、小惑星「イトカワ」
にある岩の一つは、「国分寺」と呼ばれている。
　そして、2014 年 12 月、H-IIA ロケット 26 号
機によって、小惑星探査機「はやぶさ２」が打ち上
げられた。「はやぶさ２」は、2020 年、小惑星
「RYUGU」からのサンプルリターンをする予定だ。

2003 年 5月、小惑星探査機
「はやぶさ」/ M-V ロケット
5号機の打ち上げ
画像 : JAXA
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「はやぶさ 2」/ H-IIA
ロケット 26 号機の打
ち上げ　画像 : JAXA

小惑星探査機「はやぶさ2」CG
画像：JAXA


